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9。  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究の目的は、実環境を計測した際の、遮蔽等による計測漏れによって発生する三次元モデルにお

ける欠損領域の形状とテクスチャを自動的に違和感なく修復する手法を開発することである。平成21

年度では、本研究の目的を達成するための前段階として、現実環境の計測による実験データの収集及

び、三次元モデルにおける形状のみの欠損修復手法の開発を行った。現実環境の計測による実験デー

タの収集において、まず研究室に既存のレーザレンジファインダ（LMS-Z360、VIVID900）を用いて、

建物などからなる屋外環境と屋内の小物体の計測を行った。次に、計測した3次元頂点群に対して従

来手法を用いて面を張り、頂点と面からなる三次元メッシュモデルを生成することで、欠損修復のた

めの実験データを作成した。三次元モデルにおける形状の欠損修復手法の開発において、まず研究代

表者らがこれまでに開発してきた静止画像に対する欠損修復手法を応用し、局所的な形状の類似度の

総和に基づくエネルギー関数を定義した。次に、定義したエネルギー関数を最小化することで欠損領

域に最適な形状を生成する手法の開発を行った。実験として、収集した実物体の三次元モデルに対し

て提案手法及び従来手法を実装し修復を行った。それぞれの手法による修復結果を比較することで、

提案手法が実物体の欠損領域に対してより違和感なく形状の修復ができることを確認した。今後、テ

クスチャの類似度に基づくエネルギーを考慮し、本年度で開発した手法を発展させることで、本来の

目的である形状とテクスチャの同時修復手法を開発する予定である。 
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12。 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ ０ ）件   
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13。 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


